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はじめに



～全国の自殺の現状～

全国の自殺者数はH15年がピークで、R4年は21,238人

参照：厚生労働省「人口動態統計（確定数）」より県作成



～全国の自殺の現状～

全国的にみると、小中高校生の自殺者数はR2年に大幅に増加し、
R4年は過去最多の514人

⇒自殺総合対策大綱では「子ども・若者の自殺対策の更なる推進・
強化」が掲げられている

参照：厚生労働省「自殺の統計」より保健所作成
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■全国の自殺者数と小中高校生の自殺者数



～日向入郷地域の自殺の現状～
■日向入郷地域 自殺者 総数

参照：「地域自殺実態プロファイル2023年更新版」より保健所作成

40歳未満の自殺者数
ここ数年増加傾向

R2～4年は
20歳未満の自殺者あり



～日向保健所の相談状況～
日向保健所の相談件数
Ｒ３年度：実１０７人 （うち自殺に関すること 実２１人）
Ｒ４年度：実９３人 （うち自殺に関すること 実２３人）

～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 不詳 合計

R３年度 7 1 4 1 5 3 0 0 0 21

R４年度 3 3 4 4 3 3 2 0 1 23

■自殺に関する相談者 年代別内訳

⇒１０代の自殺企図等関する相談者数は全体の約２割

自殺企図の原因は学校問題、家族関係等複雑に絡み
合っている事例が多い

相談者の悩み
「これからどのように
接したらよいのか」



子どもの自殺予防は
喫緊の課題

①支援者がSOSの受け止め方や自傷行為への
対応を習得する目的で研修会を実施

②子どもが悩みを相談できる場を知ることを
目的に健康教育を実施



取り組み・結果



子どもの自殺予防に関する研修会 内容

⑴日程：令和５年８月１７日

⑵対象：医療機関職員、教育関係者、行政機関職員
地域支援者（日向入郷地域自殺対策協議会委員等）

⑶内容：講演（自殺の現状、自傷行為への対応等）
ロールプレイ
（生徒の自傷行為に気付いた時の声かけ）



参加者

行政機関職員：１７名
医療従事者 ：１０名
教育関係者 ：５名
地域支援者 ：５名
その他 ：１名

合計 ：３８名
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研修会後アンケート①
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大いにあった あった なかった

あった 大いに
あった

今後の支援に活かせる学び・気づきがあったか 回答率 ３７／３８

「今後の支援に活かせる学びが大いにあった」「あった」が100％

日頃の声かけが
大切



研修会後アンケート②
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子どもの対応・接し方等で難しいと感じることはあるか 回答率３２／３８

・自分の気持ちを表出するのが苦手な
子どもの気持ちを知りたいとき

・信頼関係の築き方 など

子どもの対応で困難さを感じた
ことがある人は81.3％



健康教育 実施内容

⑴日程：令和６年３月７日、１１日、１３日

⑵対象： A・B・C地域の中学３年生（計５８名）

⑶方法：①役場主催の性教育授業後に実施
②教諭から生徒に啓発媒体を配布

高校進学後は環境の変化に
より不安を抱えるのでは？

A・B・C地域には
高校がない



教育内容

心と体の
SOSサイン

悩みがある
ときの対応 相談窓口



啓発媒体（ポケットティッシュ）



啓発媒体（チラシ）



結果

・保健師やチラシを見ながら、真剣に話を
聞く、生徒の様子があった。

・健康教育後アンケートは未実施。



考察



子どもの自殺予防に関する研修会

・「今後の支援に活かせる」と答えた割合が高かった。
・研修会終了後に参加者同士で話す姿がみられた。

支援者が子どもの自殺の現状や、SOSの気づき方・
関わり方を習得する機会を設けることが大切！



子どもの自殺予防に関する研修会

子どもの夏季休暇期間の８月に研修会を開催したが、
教育関係者の参加が少なかった。

・教育委員会と共催して研修会を開催する
・校長会や養護教諭部会に赴き周知する



健康教育

地域保健師や教育委員会、中学校教諭と連携する
ことで実施できた。

子どもの自殺予防は学校と地域との連携が必要！



健康教育

健康教育後のアンケートは未実施のため、生徒の反応は
把握できていない。

健康教育を実施する際には、生徒や学校教諭からの
アンケート等を実施することで評価し支援に活かす。



おわりに

保護者等
家庭

教職員

学校

住民、役場
保健所等

地域

子どもの自殺予防は地域全体で連携することが大切！！

自殺の現状や関わり方を習得する機会を設け、地域で
子どもを見守ることのできる仕組みづくりを進めたい。



ご清聴
ありがとうございました。
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